
京都大学大学院医学研究科 医学研究支援センター

質量分析室 のご紹介

職員構成： 室長 萩原正敏（医学研究支援センター長）

特定助教，研究員，技術補佐員 各1名

設置機器： Q-Tof 型 質量分析装置 ２台

トリプル四重極型 質量分析装置 １台

MALDI 型 質量分析装置 １台

業務内容： 質量分析装置を用いる様々な研究の支援を
受託分析または共同研究として進めています．

プロテオミクス,メタボロミクスの両方を含む幅広い領域を対象
とし，様々な研究をテーラーメイド的に支援しています．

解析ソフトウェア

各種前分離，前処理装置

TripleTOF5600+ system 
(SCIEX)

Xevo G2-S Q-Tof system 
(Waters)

LCMS-8030plus system
(Shimadzu)

Ultraflex
(Bruker)

担当: 特定助教伊藤



分析内容に応じた装置の使い分け

TripleTOF5600+ system 
(SCIEX)

Xevo G2-S Q-Tof system 
(Waters)

LCMS-8030plus system
(Shimadzu)

Ultraflex
(Bruker)

プロテオミクス

メタボロミクス

定量

分子量測定等



受託分析として受け付ける分析

１．SCIEX TripleTOF5600+ systemを用いたタンパク質の同定

４．Bruker Ultraflexを用いた精製タンパク質の分子量測定

２．島津製作所 LC-MS 8030plus systemを用いたMRM法による

化合物・代謝物の定量

３．Wates Xevo-G2-S Q-Tof systemを用いた

化合物・代謝物の精密質量測定，MS/MS断片化

上記に含まれない分析や，複雑な条件検討を要する分析については
すべて共同研究としてのみ受け付けます．



受託分析の流れ

１．E-mailによる事前相談

２．日程調整，詳細打ち合わせ

４．サンプル調製（依頼者およびスタッフ）

５．質量分析，データ解析（スタッフ）

６．データ返却

３．受託分析依頼書の提出
＊書式は当室ホームページからダウンロードしていただけます．

＊当面はメール，Zoom会議による非対面形式となります．

＊宛先は当室代表メールアドレス infoms@support-center.med.kyoto-u.ac.jpでお願いします．

＊所要期間は装置やスタッフの状況により大きく変わりますが，概ね2週間程度です．

mailto:infoms@support-center.med.kyoto-u.ac.jp


受託分析料金

2022年度 受託解析利用負担金価格表（別表）を
ご参照ください．

※ 下記からご覧いただけます

医学研究支援センターHPトップ

内規・利用負担金価格 2022年度 別表



共同研究の流れ

１．E-mailによる事前相談

２．日程調整，詳細打ち合わせ

３．共同研究申請書の提出

４．室長による認可

＊書式は当室ホームページからダウンロードしていただけます．

５．共同研究の開始

＊当面はメール，Zoom会議による非対面形式となります．

＊宛先は当室代表メールアドレス infoms@support-center.med.kyoto-u.ac.jpでお願いします．

mailto:infoms@support-center.med.kyoto-u.ac.jp


研究支援以外の社会活動

当室では，2016年の創設時より，京都生体質量分析研究会
（KBMSS）の運営に携わっています．

主な活動は年1回の国際シンポジウム開催で，
これまでに5回のシンポジウムを開催してきました．

KBMSSは京都地域で生体質量分析に関わる方々の交流促進を
主な目的とする，非営利学術団体です．

（2020年度のみ，コロナ禍により開催なし）



（第１回）2017年2月

主催：京大医
会場：芝蘭会館

（第2回）2018年2月

主催：京大薬
会場：藤多記念ホール

（第3回）2019年2月

主催：京大農
会場：益川記念ホール



（第5回）2022年１月

主催：京大工学
会場：百周年時計台記念館

＆インターネット仮想空間

（第4回）2020年2月

主催：京大生命科学
会場：国際科学イノベーション棟



ぜひご参加・ご入会ください

第6回 京都生体質量分析研究会国際シンポジウム

イメージング質量分析を主題として

実行委員長：

池川雅哉（同志社大学生命医科学部）

実行委員：

新間秀一（大阪大学工学研究科）
平田岳史（東京大学理学系研究科）
大塚洋一（大阪大学理学研究科）
Martina Marchetti-Deschmann

（ウィーン工科大学、オーストリア）

入江一浩（京都大学農学研究科）
佐藤健司（京都大学農学研究科）
杉浦悠毅（京都大学医学研究科）
松井康人（京都大学環境安全保健機構）
益田勝吉（サントリーグローバルイノベーションセンター）

開催日：2023年1月30日（月）～1月31日（火） （予定）

場所：同志社大学 今出川キャンパス（京都市上京区） （予定）

共催：OURCON (The International Mass Spectrometry Imaging Conference)

飯原弘二（国立循環器病研究センター）
植田初江（国立循環器病研究センター）
猪原匡史（国立循環器病研究センター）
Olaf Ries（チュービンゲン大学、ドイツ）
野口範子（同志社大学生命医科学部）

西川喜代孝（同志社大学生命医科学部）
角田伸人（同志社大学生命医科学部）



新型コロナウイルス感染拡大防止にかかる当室の対応について

当室では医学研究科のポリシーおよびガイドラインに合わせ，

随時，活動内容や対応方針を変更しています．

最新の情報については当室ホームページをご参照ください．

http://support-center.med.kyoto-u.ac.jp/SupportCenter/room01



現在の対応について

可能な限り対人接触を減じた環境で，業務を遂行しています．

事前相談は従来通りメールで受け付けています．

その後の打ち合わせについては，非対面で実施しています．

遠隔地からのサンプルについては，クール便 で受け付けています．

（着日，着時間等については予め十分な打ち合わせが必要です）

データの返却等についてはGoogleドライブ，メール，Zoom会議により行っています．

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に対する医学研究科の対応について（第３３版）

に準拠し，各種対応を進めています．



事前相談，お問い合わせは
下記の E-mail アドレスまでお願いします．

infoms@support-center.med.kyoto-u.ac.jp

＊電話による適時的対応は困難です．ご了承ください．


